
  

⼟⽊学会中部⽀部研究発表会前⽇シンポジウム 
中部地⽅沿岸域における防災・環境研究の最前線（仮題） 

〜気候変動影響を考慮して〜 
 

主催：公益社団法⼈⼟⽊学会海岸⼯学委員会 
協賛：公益社団法⼈⼟⽊学会中部部⽀部 
後援：東海圏減災コンソーシアム、名古屋⼤学減災連携研究センター 

 
⽇ 時：２０１８年３⽉１⽇（⽊）１５：００〜１８：００ 
場 所：名古屋⼤学減災館１階減災ホール 
対象者：⼀般（参加費：無料） 

 
 東海地⽅の沿岸域はこれまでに伊勢湾台⾵による⾼潮災害等を経験してきており、今後
も地球規模の気候変動に伴った台⾵の強⼤化による厳しい⾼潮の発⽣とそれによる災害や
南海トラフ巨⼤地震と津波による災害が懸念されています。北陸地⽅でも、富⼭湾における
2008 年の⾼波（寄り周り波）災害のように⾼波等による災害リスクがあります。⼀⽅、東
海・北陸地⽅の沿岸域には豊かな⾃然環境があり、それを利⽤した漁業、観光産業なども活
発に⾏われています。安全で豊かで利⽤しやすい持続可能な沿岸域を構築していくには、防
災・減災や環境、利⽤を総合的に考える必要があります。 
 （公社）⼟⽊学会海岸⼯学委員会では、海岸⼯学に係る研究者の地域交流を促進し、取り
組むべき新たな研究課題の発掘を⽬標にして地域研究活性化⼩委員会を 2016 年 6 ⽉に⽴ち
上げました。その中で東海地⽅および北陸地⽅のそれぞれの研究者による東海ワーキング
グループ「東海における防災 ・環境研究 WG」と北陸ワーキンググループ「北陸沿岸域研究
WG」が形成され、交流と議論を⾏っております。 
 中部地⽅の様々な分野の研究者が集まる⼟⽊学会中部⽀部研究発表会の前⽇に本シンポ
ジウムを開催し、上記の⼆つのワーキンググループに属する研究者から、それぞれが実施し
ている中部地⽅の沿岸域における防災・環境等に係る研究について話題提供し、中部地⽅に
おいて気候変動影響なども考慮しながら今後取り組むべき新たな研究課題の発掘や多岐の
分野にまたがる研究協⼒について議論します。 
 
想定している話題提供テーマ 
 ・⾼潮、海浜や海浜流変形、海域利⽤や⽣態系影響など気候変動影響 
スケジュール案 
  15:00〜15:05 趣旨説明 
  15:05〜15:45 特別講演 

15:45〜16:25 東海 WG（4 講演） 
  16:25〜16:35 休憩 
  16:35〜17:15 北陸 WG（4 講演） 
  17:15〜18:00 質疑応答およびディスカッション 
発表予定機関（五⼗⾳順） 

⾦沢⼤学、⾦沢⼯業⼤学、岐⾩⼤学、豊橋科学技術⼤学、名古屋⼤学、名古屋⼯業⼤学、
福井⼯業⾼等専⾨学校 


